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大
門
氏
は
、
軍
事
費
増

大
の
問
題
で
は
敵
基
地
攻

撃
能
力
保
有
の
理
屈
を
つ

け
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
膨
大

な
兵
器
の
購
入
を
約
束
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
国

の
軍
需
産
業
の
要
求
を
満

民
医
連
や
新
婦
人
・
小

倉
民
商
・
直
鞍
民
商
・
大

牟
田
各
界
連
の
代
表
か

ら
、
消
費
税
で
苦
し
め
ら

れ
て
い
る
実
態
や
イ
ン
ボ

イ
ン
ボ
イ
ス
（
適
格
証

明
書
）
を
発
行
で
き
る
事

業
者
は
、
税
務
署
に
消
費

税
の
課
税
事
業
者
と
し
て

登
録
し
た
事
業
者
に
限
ら

れ
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
が

な
け
れ
ば
、
仕
入
れ
や
外

注
費
、
経
費
な
ど
で
支
払

た
す
た
め
の
も
の
で
他
国

か
ら
の
侵
略
と
い
う
理
由

は
口
実
に
過
ぎ
な
い
と
強

調
し
ま
し
た
。
消
費
税
は

所
得
が
低
い
人
た
ち
ほ
ど

負
担
が
重
く
な
る
こ
と
や

社
会
保
障
に
充
分
使
わ
れ

イ
ス
の
問
題
点
、
地
域
各

界
連
活
動
の
重
要
性
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
わ
か

り
や
す
い
講
演
で
よ
く
理

っ
た
消
費
税
額
の
控
除
が

認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

全
国
に
約
１
０
０
０
万

人
い
る
、
年
間
売
上
高
が

１
０
０
０
万
円
以
下
の
個

人
の
自
営
業
者
や
小
法
人

・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方

（
免
税
事
業
者
）
は
課
税

事
業
者
と
な
っ
て
新
た
な

消
費
税
負
担
を
強
い
ら
れ

る
か
、
イ
ン
ボ
イ
ス
を
発

行
で
き
ず
に
商
取
引
か
ら

排
除
さ
れ
る
か
、
厳
し
い

選
択
が
迫
ら
れ
ま
す
。

て
い
な
い
実
態
な
ど
を
説

明
し
、「
消
費
税
５
％
減

税
を
実
現
す
れ
ば
イ
ン
ボ

イ
ス
は
中
止
で
き
る
」
と

国
民
的
な
運
動
の
重
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

解
で
き
た
」「
運
動
を
進

め
る
力
が
湧
い
て
き
た
」

な
ど
の
感
想
が
よ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

消
費
税
の
実
態
や
イ
ン
ボ
イ
ス
の
問
題
点
、

�

自
治
体
請
願
な
ど
報
告

全
国
１
０
０
０
万
人
の

�

中
小
業
者
・
フ
リ
ー
タ
ー
の
方
が
廃
業
の
危
機
に

県
各
界
連
は
５
月
２１
日
、
福
岡
市
の
天
神
ビ
ル
を
メ
イ
ン
会
場
に
、
大
門
実
紀

史
氏
（
日
本
共
産
党
前
参
院
議
員
）
を
講
師
に
「
一
斉
地
方
選
挙
後
の
政
治
・
経

済
情
勢
」
学
習
会
を
開
催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
北
九
州
・
筑
豊
・
筑
後
の
地
域
会

場
に
配
信
、全
体
で
３
１
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
大
門
氏
は
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
、

軍
事
費
問
題
や
イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
・
消
費
税
減
税
の
展
望
な
ど
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
使
っ
て
わ
か
り
や
す
く
講
演
さ
れ
ま
し
た
。
各
団
体
か
ら
５
人
が
発
言
し
、
署

名
や
宣
伝
、イ
ン
ボ
イ
ス
中
止
へ
県
内
全
自
治
体
要
請
な
ど
が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

インボイス中止へ力が湧いてきたインボイス中止へ力が湧いてきた大門実紀史氏講演大門実紀史氏講演
ワンポイント解説ワンポイント解説

消費税廃止福岡県各界連絡会　事務局長　有馬　精一

＜第８回消費税減税大学習会　大門実紀史氏　講演＞＜第８回消費税減税大学習会　大門実紀史氏　講演＞

消費税（間接税）は社会保障費を支え
る税金なので減税できないと言いますが、
過去の５８０兆円もの消費税は法人税、所
得税など直接税のマイナス穴埋めに使わ
れ、社会保障費の充実に使われてきませ
んでした。消費税は直接税の穴埋めと、
間接税を増やし直接税を減らした直間比
率の問題です

消費税のことを事業者が預かった税を
国税に納めると思っている人がいますが
実態は違います。粗利益や付加価値に税
率１０％分を収める税ですので、消費税を
預かっていないので益税ではありません。
政府が強行しているインボイス（適格請
求書）のやりとりになりますと、年収
１０００万円を超えない一人親方や個人事業
者、アニメ、声優、俳優、フリーランス
などの免税業者の人たちにとっては手取
り収入が減る大きな問題です。そもそも
インボイスは必要なく狙いは消費税２０％
台の増税です。
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気候危機の最前線は声を上げている人たち！気候危機の最前線は声を上げている人たち！
＜労働組合と地球環境問題を考える⑭＞＜労働組合と地球環境問題を考える⑭＞

＜まちづくりの在り方を考える集い＞

どうなる海の中道カジノ計画と
九州大学跡地利用

メ
ー
ジ
の
基
金
創
設
が
決

ま
り
ま
し
た
が
、
ど
の
国

が
支
払
う
の
か
決
ま
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

日
本
３
年
連
続
化
石

賞
受
賞

「
今
日
の
化
石
賞
」
の

時
間
に
、
日
本
は
な
ん
と

初
日
に
早
く
も
３
年
連
続

で
受
賞
、
２
位
の
カ
ナ
ダ

に
大
差
を
つ
け
て
世
界
で

一
番
で
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
２７
の
現
地
で
見

た
の
は
、
気
候
危
機
の
最

前
線
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
で
は
な

く
、
声
を
上
げ
て
い
る
人

た
ち
で
し
た
。
１
０
０
０

人
規
模
で
声
を
上
げ
る
人

々
の
勇
気
を
感
じ
魂
を
揺

さ
ぶ
ら
れ
、
奮
い
立
た
せ

る
声
を
感
じ
、
人
々
の
声

が
方
向
を
変
え
る
唯
一
の

力
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
濃

密
な
一
週
間
を
終
え
て
帰

国
し
て
日
本
に
は
現
地
の

熱
量
が
届
い
て
い
な
い
の

を
感
じ
、
声
を
上
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
し

た
。

�

（
編
集
委
員
　
惠
藤
）

対
の
意
見
を
言
わ
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン

パ
ス
跡
地
利
用
は
、
九
州

大
学
と
福
岡
市
が
２
０
１

３
年
に
第
１
回
協
議
会
を

は
じ
め
て
す
で
に
１５
回
を

数
え
、
跡
地
利
用
は
「
ス

マ
ー
ト
イ
ー
ス
ト
」
と
い

う
名
称
で
ス
ー
パ
ー
シ
テ

ィ
型
国
家
戦
略
特
区
で
の

街
づ
く
り
を
決
定
し
、
す

で
に
土
地
譲
渡
区
画
を
設

定
し
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
連

携
し
て
余
地
利
用
事
業
者

を
募
集
を
は
じ
め
て
い
ま

す
。

�

（
編
集
委
員
　
惠
藤
）

●�

第
６３
回
福
岡
地
区
労
連

評
議
員
会

　�

７
月
３０
日
（
日
）
１３
：

００
～
１７
：
００

　�

リ
フ
ァ
レ
ン
ス

　
博
多
駅
東

●
国
民
平
和
大
行
進

　�

７
月
２２
日
（
土
）
～�

２５
日
（
火
）

　
福
岡
市
内

●
オ
レ
の
記
念
日

　
上
映
案
内

　
６
月
１７
日
（
土
）

　
福
岡
県
弁
護
士

　
会
館
ホ
ー
ル

　
１
，
２
０
０
円

さ
れ
、
今
年

３
月
３０
日
に

は
ア
メ
リ
カ

の
カ
ジ
ノ
運

営
会
社
が
記

者
会
見
で
、

海
の
中
道
海

浜
公
園
で
の

Ｉ
Ｒ
（
カ
ジ

ノ
）
事
業
進

出
を
表
明
し

ま
し
た
。
先
の
市
議
選
で

立
候
補
さ
れ
た
冨
永
市
議

候
補
は
、
西
戸
崎
と
和
白

の
地
域
住
民
の
お
宅
を
一

軒
一
軒
訪
問
し
て
カ
ジ
ノ

誘
致
に
つ
い
て
意
見
を
聞

い
た
と
こ
ろ
、
地
域
住
民

の
方
た
ち
は
み
な
さ
ん
反

た
が
、
共
闘
が
で
き
な
か

っ
た
が
ゆ
え
、（
ヒ
ッ
ト

ラ
ー
の
）
独
裁
を
許
し
て

し
ま
っ
た
。
共
闘
し
か
な

い
こ
と
は
歴
史
が
証
明
し

て
い
る
。」
と
強
調
し
ま

し
た
。

事
務
局
は
、「
①
各
幹

事
団
体
含
め
た
市
民
へ
の

情
報
発
信
を
強
め
て
い

く
。
②
市
内
で
様
々
な
運

動
を
広
げ
、
市
民
の
会
を

そ
の
交
流
の
場
に
す
る
。

③
若
い
人
も
含
め
た
学
習

会
の
開
催
に
努
力
す
る
。」

と
ま
と
め
ま
し
た
。

�

（
編
集
委
員
　
内
田
）

「
Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
反
対
運

動
と
共
に
循
環
型
地
域
社

会
づ
く
り
」
の
集
会
が
５

月
１３
日
（
土
）
福
岡
市
内

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
カ

ジ
ノ
誘
致
計
画
は
、
２
０

２
０
年
８
月
に
突
然
に
海

の
中
道
海
浜
公
園
と
報
道

選
挙
を
闘
っ
た
福
岡
市
か

ら
政
治
を
か
え
る
会
（
か

え
る
会
）
共
同
代
表
の
星

乃
治
彦
福
岡
大
学
名
誉
教

授
が
市
長
選
と

共
闘
の
意
義
に

つ
い
て
話
し
ま

し
た
。

星
乃
氏
は
、

歴
史
学
者
の
観

点
か
ら
、「
ナ

チ
ス
ド
イ
ツ
は

最
大
で
議
席
は

４０
％
し
か
な
か

っ
た
。共
産
党
、

社
民
党
は
合
わ

せ
て
４０
％
だ
っ

市
民
の
会
は
、
５
月
２８

日
に
２
０
２
３
年
度
総
会

を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
１１
月
、
福
岡
市
長

市
民
運
動
の
交
流
と
学
習
で
共
闘
強
化

国
際
見
本
市
の
よ
う
な
状

況
に
な
っ
て
い
る
こ
と

や
、
ス
ポ
ン
サ
ー
の
コ
カ

コ
ー
ラ
社
の
飲
み
残
さ
れ

た
コ
ッ
プ
が
放
置
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
迫
っ
て
い
る

状
況
を
捉
え
て
い
な
い
と

感
じ
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
２７
の
交
渉
の
メ

イ
ン
は
、「
大
部
分
を
脱

炭
素
な
の
か
」「
完
全
に

脱
炭
素
な
の
か
」
の
文
章

の
表
現
に
つ
い
て
の
話
し

合
い
で
、
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ

ト
が
迫
る
中
、
実
際
に
何

が
出
来
る
の
か
の
議
論
が

さ
れ
て
い
な
く
て
危
機
感

に
対
す
る
本
気
度
が
感
じ

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

気
候
賠
償

課
題
で
は
、

「
責
任
払
い

を
逃
れ
た
い

先
進
国
」
と

「
気
候
賠
償

を
求
め
る
途

上
国
」
と
で

今
回
初
め
て

議
論
さ
れ
ま

し
た
。
結
局

合
意
に
至
ら

ず
ロ
ス
＆
ダ

６
月
３
日
（
土
）
１４
時
か
ら
弁
護
士
会
館
で
「
気
候
変
動
枠
組
み
条
約

Ｃ
Ｏ
Ｐ
２７
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
者
はFridais For Futu

re FU
KU

O
KA

（
以
下
「
Ｆ
Ｆ
Ｆ
」）
の
高
田
洋
平
さ
ん
、
九
州
大
学
２

年
生
で
し
た
。
会
場
に
は
若
い
人
が
多
く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

気
候
変
動
枠
組
み
条
約
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２７
報
告

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

エ
ジ
プ
ト
の
カ
イ
ロ
で

開
催
さ
れ
た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２７
報

告
会
に
参
加
を
決
め
た
の

は
、
気
候
危
機
は
待
っ
た

な
し
の
課
題
で
取
り
返
し

の
つ
か
な
い
状
況
に
な
っ

て
い
る
こ
と
と
、
日
本
だ

け
で
な
く
海
外
の
活
動
し

て
い
る
人
た
ち
と
協
力
し

合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
日

本
か
ら
は
仙
台
か
ら
２

人
、
東
京
か
ら
２
人
、
名

古
屋
か
ら
２
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ
２７
の
会
場
内

は
、
気
候
危
機
の
タ
イ
ム

リ
ミ
ッ
ト
が
迫
っ
て
い
る

の
に
、
国
同
士
の
国
力
の

〈
市
民
の
会
２３
総
会
〉

気候危機のタイムリミットを訴える高田洋平さん

共闘の意義を話す星野治彦かえる会共同代表


